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研究要旨 
本研究は様々な異なる形態の HIV 検査を実践するための基礎資料（マニュアル）を作成するこ

とを目的としている。研究分担者が属するアウトリーチンググループでは、外国人など多様な人々

のコミュニティにアウトリーチをする方法を模索した。例えば、外国人コミュニティへのアウト

リーチのため iTesting@Nagoya ウェブサイトと予約サイト、そして検査通知サイトを昨年に続き

多言語化し、やさしい日本語を追加して合計 8 言語に対応するようにした。また言語別広報カー

ド、検査会告知ポスター（多言語）、多言語広報のために開設した SNS の多言語での運用、HIV と

iTesting 検査会の啓発動画多言語字幕版などの継続的なアウトリーチの方法を模索した。アウトリ

ーチの方法については、翻訳言語のコミュニティが性感染症防止のターゲットとみなされないよ

うな配慮が必要であることも明らかになった。また、機械翻訳を利用する際には、事前の日本語

原文を整える手間をかけることが有益であることもわかった。さらには、翻訳の正確性や適切さ

を判断するために ChatGPT などの大規模言語モデルを利用する方法を検証中である。 
 
 
A.研究目的 
本研究は、現行のHIV検査体制に加えて様々

な HIV 検査を実践し、より受検者にとっても

医療従事者にとっても受検/施行可能な検査の

導入を進めるための基礎資料（マニュアル）を

作成することを目的とする。その中で、外国人

や学生、LGBTQ など多様なコミュニティへの

アウトリーチのよりよい実践方法を考察する。 
 
B.研究方法 
アウトリーチ活動として、iTesting@Nagoya

の HIV 検査の重要性を説明した啓発資材の作

成および設置、検査の広報（SNS での発信・動

画配信・多言語対応）、検査を評価するための

アンケートの作成、解析、検査施行可能な場の

模索、各コミュニティでの啓発活動、多言語対

応した iTesting@Nagoyaウェブサイトの作成を

行った。 
iTesting@Nagoya ウェブサイトと予約サイト

の多言語化を行うにあたり、令和４年度は日本

語、英語、スペイン語、ポルトガル語とベトナ

ム語で作成した。令和 5 年度は、さらに中国語

とインドネシア語を追加した。令和 6 年度は、

やさしい日本語を加え、合計 8 言語で展開し

た。さらに、多言語広報カード、HIV と

iTesting@Nagoya に関する啓発動画（多言語字

幕付き）に加えて、検査会ごとの多言語ポスタ

ーや啓発動画を紹介する多言語ポスターを作

成し、国際交流協会、外国に繋がる団体、日本

語学校、大学などに配布ならびに SNS での多

言語広報をした。さらには、試験会場で多言語

表示を実施した。 
多言語化のためにどの言語への翻訳を実施

するかに関しては、名古屋医療センターにおけ

るよく用いられた通訳言語と愛知県と名古屋

市の外国人住民の人口比を考慮に入れて決定

した。多くの言語に翻訳すること、並びに何語

に翻訳するかの決定は、特定の言語コミュニテ

ィに iTesting@Nagoya検査会で扱っている性感

染症の負のイメージを結び付けた偏見を生じ

させないためにも重要である。 
多言語化するために翻訳言語を増やすと、各

言語の翻訳内容が正確で、適切であるかを確認

し、把握することが難しくなる。そこで、令和

４‐5年度はニューラル機械翻訳（DeepLなど）

を用いて外国語訳を日本語に逆翻訳し、正確性

を確認した。令和 6 年度は ChatGPT などの大

規模言語モデルを使用して、複数の翻訳候補文

の文法的正確性、流暢性、そして、HIV 検査会

という文脈に適切な訳文となっているかを検

証する方法を考察した。 
検査結果通知サイトに関しては、システムの

都合上、人間の翻訳者が行った翻訳を用いるこ

とができず、機械翻訳（Google）を用いざるを

得なかった。そこで、正確性に劣る日本語から

ベトナム語への翻訳が他の言語ペアに比べて

翻訳精度が低い状況があるため、検査結果通知

並びに結果通知に先立って行われるアンケー

ト調査で、誤った翻訳によって誤った結果・情

報が通知されないように、起点テクスト（原文

の日本語テクスト）の「前編集（プリエディッ



 

ト）」を実施し、サイト提供会社の協力を得な

がら、機械翻訳であれども大きな誤訳が生じな

いように最大限の工夫を施した。 
 

（倫理面への配慮） 
  検査は、予約からすべて匿名検査で行ってい

る。またアンケート調査も匿名で行い、名古屋

市立大学の倫理審査を受審の上実施している。 
 
C.研究結果 
令和4年から5年度は、ウェブサイトと予約サイ
トの翻訳の手順としては、人間の翻訳者が翻訳
した後、分担研究者が理解できる言語（スペイ
ン語）以外は、機械翻訳を用いて逆翻訳をした。
それを起点テクスト（ST）と見比べ、時制、主
語、名詞などに齟齬がみられた箇所や訳抜けや
余剰と思われる箇所を翻訳者に再検討を依頼
した。このような逆翻訳の工程を入れることで、
確実に正確な翻訳であることを担保するシス
テムが構築できた。令和6年度に関しては、機械
翻訳はChatGptを利用し、正確性に加えて適切
性の検証を進めている。 
また、結果通知サイトは、システム全体に関

わるため、機械翻訳を使用することになった。
機械翻訳の精度を上げるために、原文の日本語
に「前編集」と呼ばれる工程を設け、誤訳が表
れにくくなるようにした。 
多言語ウエブサイトで検査の重要性を説明

した多言語スライドの作成を継続できた。また、
啓発動画にアクセスを促すためのポスターや
多言語チラシも作成し、SNSを活用した多言語
アウトリーチ活動も、ゲイコミュニティへの性
感染症啓発団体と連携し実施した。多言語翻訳
多言語サイトから毎回の検査会において一定
の数の予約がなされたことをみて、ある程度の
アウトリーチの目的は達成されたと考えられ
る。 
 
D.考察 
性感染症検査会のアウトリーチは、多言語コ

ミュニティによっては偏見が根強く、日本語コ

ミュニティも含んだ多言語コミュニティへの

アウトリーチであることを明確に打ち出すこ

とが必要である。さもなければ、特定の言語の

コミュニティが、社会の中で、性感染症などの

病気をもたらす存在としてみなされているの

ではないかと捉えられてしまう危険があり、ア

ウトリーチ活動においては、日本語を含む多言

語アプローチが有効であることもわかった。 
実際に SNS で多言語広報カードをエスニッ

クニュースメディアに掲載してもらった際に、

その SNS のコメント欄には、以下のような中

傷とも考えられるコメントが寄せられた。 
 
表 コメント例 

多くの日本人は HIV やその他の病気は外国

人だけの問題だと思っている。 
（検査会）は不潔な人たちのためのものさ

（笑） 
不潔なやつらはどんな虫けらにでも手を出

して感染するっていうのは事実なんだよ 
税金からではなく、彼らのポケットから払わ

せろ。 
 
このようなコメントの他に、性感染症の無料

検査会を、健康促進の機会として好意的に受け

止める書き込みも見られた。しかし、匿名では

なく実名であからさまに批判を展開する上の

表に例示したようなコメントが複数あった。換

言すると、HIV などの性感染症検査会に対して

否定的で偏見に基づいた差別的な行動がとら

れる傾向も垣間見られた。 
そして、機械翻訳の精度をあげるために有効

であることがわかった日本語原文の前編集に

ついて考察する。 
機械翻訳を利用する際、日本語の原文の次の

６つの基準を念頭に「前編集」を行うと英語へ

の翻訳精度が改善することがこれまでの研究

で明らかにされている。6 つの基準とは、1.文

を短くすること、2.主語を必ず入れること、3.

多義語の使用を控える、4.名詞の単数・複数を

明示的に示す、5.限定する言葉（例．この、そ

の、あの）を名詞の前におく、6.固有名詞のス

ペルを確認する、である。 

この「前編集」の手順は以下のように行った。

まず、起点テクストを該当の外国語に機械翻訳

し、英語、スペイン語、ポルトガル語は研究分

担者が、ベトナム語は翻訳者が訳文を日本語に

逆翻訳した。その上で、誤った訳が問題となり

そうな箇所を抽出した。問題となり「前編集」

を行った主な日本語表現と機械翻訳並びに修

正は以下の表のとおりである。 

表 

原文（起点テ

クスト） 

機械翻訳によ

る目標テクス

ト（日本語で

示したもの） 

原文修正（前

編集） 

全ての言語に共通 

1)自分が 「君が」 私が 

2)コミュニテ

ィ セ ン タ ー

rise 

「コミュニテ

ィセンター増

加」 

rise をバナ

ー画像にして

機械翻訳され

ないようにし

た 

3)（経験が） 

ない・ある 

（存在が）「な

い・ある」 

いいえ、あり

ません/はい、



 

あります 

ベトナム語 

4)自宅検査 「住宅検査」 自宅で検査 

5)採取日 「集金日」 採血日 

6)携帯の出会

い系サイト 

「可動式の出

会 い 系 サ イ

ト」 

携帯電話の出

会い系サイト 

 

まず、起点言語と機械翻訳による目標言語を

比べ、異なる意味になっている箇所に着目し、

機械翻訳によって等価な目標言語となること

を確認した上で、起点言語を修正するという

「前編集」を実施した。rise のような固有名詞

の場合は、機械翻訳のシステムにあらかじめ固

有名詞として登録しておくことによって、自動

的に訳されることを回避した。さて、「前編集」

にかかる具体的な語彙・表現のいくつかを上の

表に記載して示した。1)から３）は全ての言語

への機械翻訳で前編集が必要となった。4）か

ら 6）はベトナム語への機械翻訳で必要となっ

た。このことから、機械翻訳と一言で言っても、

何語への翻訳かによって訳の精度がかなり異

なること、前編集という原文を修正・編集する

工程を踏むことで、より精度の高い機械翻訳を

提供できることが明らかになった。 
また、令和 6 年度から導入した「やさしい日

本語」は、希少言語話者で該当言語の翻訳は提

供できなくても、日本に暮らす人々であれば

「やさしい日本語」は理解している可能性が高

く、アウトリーチできる対象が飛躍的に伸びる

効果があると考える。しかし、病名などの専門

用語を「やさしい日本語」にすることは難しく、

英語訳に頼らなければならない場合もあり、限

界があることも分かった。 
また、実際の外国語話者の検査会の予約並び

に受検であるが、予約開始後数日で、ときは予

約開始当日に 300 名の定員が埋まってしまう

状況があった。しかし、回を重ねるごとに毎回

10 数名程度が多言語ホームページから予約を

しており、多言語コミュニティを含む幅広い層

にアプローチが可能になっていると思われる。 
 

E.結論 
HIV の正しい情報を多言語コミュニティに

広く啓発することは健康の維持・向上という社

会的意義がある。さらには、アウトリーチング

の手法を理論・実践的に構築することには学術

的・国際的意義がある。上述の通り、ある程度

の多言語ならびに多様な層へのアウトリーチ

は一定程度達成されたと思われるため、そのノ

ウハウを継承するために情報をホームページ

にまとめている。具体的には、検査の多言語化

を行うための方法として、翻訳のコツ、広報の

仕方、やさしい日本語のコツを説明し、多言語

化した素材をそろえて公開する準備をしてい

る。 
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